
 

創立 1991 年 5 月 20 日 

◇事 務 局  高山市本町１－２ 

       飛騨信用組合本町サテライト出張所 ３階 

        TEL：0577-36-0730/FAX：0577-36-1488 

◇例 会 場  ひだホテルプラザ 3Ｆ/TEL：0577-33-4600 

◇例 会 日  毎週月曜日 PM12：30～ 

◇ホームページ  http://www.takayamacrc.jp/ 

 

第 1271 回 R03・7・12 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 
 

●点 鐘 
●ロータリーソング  奉仕の理想 
●本日のゲスト  

国際ロータリー第 2630 地区 
     濃飛グループガバナー補佐 
            住 宏夫 様 
 

●会長の時間      会長 大原 誠 
みなさんこんにちは。 

本日は第 1271 回、ブラン

ド会的に言いますと私の

会長の時間、残り 36 回の

例会のご挨拶を申し上げ

ます。先週５日の例会の

あと、益田清風インター

アクトクラブに対する今

期助成金の贈呈に行って

まいりました。益田清風高校の校長室にて、下呂ロ

ータリークラブの今年度会長であります水明館社

長の瀧康洋氏、幹事の日下部忠氏、そして当高山中

央ロータリークラブからは下田幹事、青少年奉仕/

インターアクト委員会の高橋委員長と私の３名、

インターアクトクラブ部員７名が同席し、瀧会長

より益田清風高校の今井一三校長に寄付の目録が

渡されました。ご承知の通り、当高山中央 RCと下

呂RCは共同で益田清風高校インターアクトクラブ

のスポンサークラブとなっています。改めて、その

経緯をみますと、今から 6 年前になりますが、大

保木さんが会長の時、RI 会長賞の達成項目の一つ

にインターアクトクラブのスポンサーになること

を掲げ、取り組まれたものです。高山 RCは斐太高

校、高山西 RCは高山高校の各インターアクトクラ

ブを支援されていましたが、当時下呂 RC の向井さ

んが地区青少年交換委員長をされていて、当クラ

ブのその前年の会長であった永家さんも地区青少

年育成委員長をされていて、向井さんが当クラブ

に卓話に来ていただくなどの交流があり、その流

れで下呂RCに共同スポンサーの申し込みに至った

と伺っています。大保木会長と坂之上幹事が下呂

RC に何回か出向きお願いして、漸くスポンサーに

なるいことができたと伺っております。年間事業

としては、春と秋の支援物資回収と募金活動に参

加してきており、益田清風インターアクトクラブ

の活動費について下呂RCと二分して資金を送って

います。これまで韓国へのインターアクターの派

遣やインターアクト大会が開催された際には、

120,000 円から 170,000 円の金額を支援していま

したが、直近の 2 年は、新型コロナウィルス感染

症の影響ですべての事業が中止され、昨年は

25,000 円で今年度は 50,000 円となっています。 

改めてインターアクトクラブについて調べてみま

した。インターアクトクラブはロータリークラブ

により提唱された、12歳から 18 歳までの青少年ま

たは高校生のための社会奉仕クラブである。「イン

ターアクト」という用語は、インターナショナル

（国際）を意味する「インタ」とアクション（行動）

を意味する「アクト」に由来しています。ロータリ

ーは、奉仕を通じて若きリーダーの活力を引き出

し、インターアクトクラブへの支援によって、責任

感のある世界市民を育てる活動を推進するとして

おり、1962 年、米国で最初のクラブが設立され、

日本においては、1963 年 6 月 27 日に仙台東 RC の

提唱によって宮城県の仙台育英学園高等学校のイ

ンターアクトクラブが結成されました。日本第１

号のこのクラブは、100 余名の構成人員で当時、世

界最多の会員数を擁していました。日本において

は、高等学校の福祉・ボランティア系のクラブ活動

（部活動）・サークルとしておかれることが一般的

であるが、高校に属さない「地域クラブ」として活

動するクラブもあるとの記載がありました。活気

あるインターアクトクラブは、熱心に取り組む提

◆会長  大原 誠   ◆幹事  下田 徳彦   ◆会報委員長 長瀬 栄二郎  ◆会報担当 二木 公太郎 

 

 会員数 出席会員 出席数 Make-up 出席率 

本日 

1271 回 

57 名 56 名 46 名 ----- 82.14％ 

前々回 

1269 回 
57 名 56 名 48 名 1 名 87.50％ 
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唱ロータリークラブがあって、初めて実現されま

す。スポンサークラブの会員は、指導者としてイン

ターアクターを支援し、一緒に奉仕プロジェクト

を行います。提唱クラブは、指導・助言・監督の責

任が求められています。そうした活動意義や、経緯

を俯瞰すると、これからも当クラブのスポンサー

としての役割は非常に大きいものがございます。

ちなみに、今年度も“ロータリー賞”を受賞するた

めの項目に、クラブがスポンサーする既存インタ

ーアクトクラブを益田清風高校インターアクトク

ラブとしていますので、ご理解をいただくととも

に、会員皆さまにはクラブとして引き続き支援し

ていくうえで、改めてインターアクトクラブの活

動に関心を持っていただく必要があると思いまし

た。以上、会長の時間といたします。 

●幹事報告      幹事 下田 徳彦 

◎国際ロータリー第2630地区 

 ガバナー事務所より 

 ・静岡県熱海市災害義援金 

  ご協力のお願い 

 ・6月クラブ増強報告書 

◎国際ロータリー第2680地区 

 直前ガバナーより 

 ・小冊子「会員維持増強物語」送付 

◎高山ロータリークラブより 

 ・例会変更のお知らせ 

  8 月 5日（木）納涼例会 18：30～  

       ホテルアソシア高山リゾート 

  8 月 12 日（木）休会  定款により 

〇高山西ロータリークラブより 

 ・例会休会のお知らせ 

  7 月 23 日（木）休会 法定休日 

  8 月 13 日（木）休会 定款により 

●ガバナー補佐訪問 
  濃飛グループガバナー補佐 
            住 宏夫 様 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①自己紹介 

    高山 RC 住 宏夫 

    1955 年 2月生まれ 

    1996 年 4月入会 25 年目 

 職業は明治40年創業で創業114年高山印刷(株) 

②訪問の目的 

・2630 地区との架け橋・濃飛グループ内の各クラ 

 ブの活動のお手伝い、主体は、各ロータリークラ 

 ブです。 

③RI 会長 シュカール・メータ会長 方針  

 クラブ活動計画書にあります 

 Serve to Change Lives 

 奉仕しよう みんなの人生を豊かにするため 

・もっと行動しもっと成長する 

 もっと行動し=より大きく、インパクトをもたら 

 す奉仕プロジェクト 

 もっと成長する＝会員を増やし、参加基盤を広 

 げること 

・会員増強 17 年間 会員 120 万を 130 万人 

 each one,bring one 

・DEI Diversity Eguity Inclusion 

    多様性・公平さ・開放性（包容・受容） 

    特に女性に焦点をあてる 

・印象に残った言葉・「変革者の皆さん、人生は 

 冒険であり、メンテナンスではありません。」 

④浦田幸一ガバナー 常に超我の奉仕を胸に 

 これもクラブ活動計画書にあります。 

・先義後利 荀子の言葉 義を先にして理を後 

 にする者は栄える 大丸等多くの企業が社訓と 

 している。 

・クラブ間の交流をはかり、力を合わせてクラブ 

 活動を活発にする・・・その前提として親睦をぜ 

 ひ図ってほしい 1年半のコロナウィルス感染症 

 の中での親睦ではっきりしてきました。 

・当地区の IMは、10 月 24 日(日)コロナウィルス 

 感染症の中ですが、是非リアルで行いたいと思 

 います。皆様の参加をお待ちしております。 

・修身斉家 治国平天下 2014-15 RI ゲイリー・ 

 C・K・ホアン会長が、言われています。 

 まず自分の行いを正しくして、次に家庭を整え、 

 次に国歌を治めてこそ、天下が平和となる。 

会員増強にしても私たちの行動を見て判断される

のでは、インパクトのある事業も私たちの行動を

見て判断されるのではないでしょうか。 

●総会 

前年度会計報告・・前年度会計 前越 路子 

監査報告・・・・・      久々野 國良 

今年度予算報告・・会 計   植木 眞吾 
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●クラブアッセンブリー 

 奉仕プロジェクト委員会 
         委員長  田中 雅昭 

日頃はロータリー活動に多

大なるご理解と、ご協力を賜

りありがとうございます。さ

て本年度は奉仕プロジェク

ト委員会担当理事及び社会

奉仕委員会委員長として活

動させて頂きますので皆様

方のご協力を宜しくお願いします。奉仕プロジェ

クト委員会として 3 委員会と連携し地域社会の発

展に寄与することを基本方針として進めて参りま

す。さて本年もロータリー財団地区補助金を申請

したところ、申請が受理されましたので、高山工業

高校インテリア科の生徒さんと共に「新型コロナ

対策呼び掛け看板」を作成いたします。新型コロナ

ウィルスの影響で、毎年行っている小学生とのも

の作り交流事業はできませんが、インテリア科の

生徒さんと共に寄贈するレーザー彫刻機にて、新

型コロナ対策呼びかけ看板を作成し（組紐にシト

ラスリボン付）市内の小中学校 31校へ寄贈したい

と思います。クラブ拠出金は 35 万円、申請補助金

は 63万円を予定しています。社会奉仕委員会とし

ては、「ウィズコロナでの社会奉仕とは」を共に考

えるを基本方針として、10 月に講師例会を予定し

ています。どうぞよろしくお願い致します。 

 

国際奉仕委員会  委員長 岩垣津 亘 

事業計画内容 

委 員 長 岩垣津亘   

副委員長 中田 一男 

委 員 仲谷政美 

     高原清人 

     道下利一 

     古橋ひと美 

基本方針 国際奉仕の理解を深め、国際間の親善

と平和を推進する。今年度は 2 回の講師例会を予

定しています。 

１回目は R4.2.14 講師例会として高山市国際交流

員の方にお話をしていただく予定です。 

2 回目は R4.5.9 高山の方で海外で活躍して見える

方にアプローチしてお話をしていただく予定です

がどなたかおみえになりましたら紹介してくださ

い。ポリオ撲滅募金活動を委員会として手伝う。 

予 算 飛騨高山国際協会 

    年会費の￥20,000を含めて￥40,000です。 

 

 

ロータリー財団委員会 
          委員長 伊藤 正隆 

①奉仕プロジェクト委員

会の一つとして、毎年高山

工業高校の生徒と小中学

生を対象とした事業をし

ていたが、コロナ禍の中無

理と考え 7 月 15 日「コロ

ナ対策を呼び掛ける看板

の寄贈」とし、生徒と共にレーザーで看板を作り、

高山市に寄贈する。 

②本年度の目標としてロータリー財団年次寄付を 

 一人 150 ﾄﾞﾙ以上ポリオ・プラス寄付金を一人 30 

 ドルとしてお願いする。 

③11 月 8日の例会には地区協で説明のあったロー 

 タリー財団の資金の流れを全員でビデオで学習 

 する。 

④3月の担当例会は日にちを 20 日の日曜日に変更 

 し「雫の宮まつり」に協力しながら、街頭でポリ 

 オ根絶募金活動を行う。 

 

 

 

 

 

 

    ＜ニコニコＢＯＸ＞ 

大原会長・下田幹事率いる高山中央ロータリーク

ラブの皆様、一年間よろしくお願いします。剱田パ

ストガバナーに於かれましては、IM での講師をよ

ろしくお願いします。 

    濃飛グループガバナー補佐 住 宏夫様 

国際ロータリー第2630地区濃飛グループガバナー

補佐住宏夫様のご来訪を歓迎いたします。ご指導

の程よろしくお願い致します。  理事役員一同 

住 宏夫ガバナー補佐のご来訪を歓迎申し上げま

す。一年間ご苦労様です。 

           三枝 祥一/山本 辰男 

天気が良いのか悪いのかはっきりしない毎日、自

分の身体の疲れが取れない毎日。オリンピックも

楽しみなのかはっきりしません。すべてはコロナ

か！今年中に終わることを祈っています。 

                平林 英一 


